
じぶんでできるおうきゅう手あて
災害でケガをしたばあいのおうきゅう手あてを学び、気づいたことをかきましょう。

わかりにくいところはおうちの人にきいてみましょう。
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気づいたことやじぶんたちにできることなどをかきましょう。
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＜出典＞鳥羽市教育委員会「防災・減災学習プラン集　明日へのつばさ」
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・かんぶをせいけつな水で十ぶんにあらう。
※ た人のけつえきにはちょくせつふれてはいけない。

・かんぶをせいけつな水で十ぶんにあらう。
・きず口にせいけつなガーゼをあてしけつする。

はなぢ
・じぶんのつま先を見るようなしせいになり、小ばなをせ
いけつなガーゼなどでおさえしけつする。
※ 上をむいたりくびのうしろをたたいたりしない。

やけど

・けいどのやけどのときは、いたみがなくなるまでせいけ
つな水で十ぶんにひやす。
・じゅうどのやけどのときは、むりにようふくをぬがそう
としない。ようふくの上からひやす。

だぼく
つきゆび
ねんざ
こっせつ

・つきゆびやねんざはすぐにひやす。ひやした
あとはうごかさずしずかによう子を見る。
・こっせつのかのうせいがあるばあいは、かん
ぶをこていする。こていにはふく木をしよう
するが、ないばあいはみじかにあるざっしな
どをしようするほうほうもある。
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・えんぶんをふくむ水ぶんやスポーツドリンクなどで水ぶ
んをほきゅうし、日かげなどでいふくをゆるめて休む。
からだをぬれたタオルなどでひやす。

・ゆっくりこきゅうすることを心がけ、いきをはくことを
いしきしてしずかに休む。
※ かみぶくろやビニールぶくろはしようしない。

のうひんけつ
・からだをよこにしてあたまをひくくし、もうふなどをつ
かい足をたかくして休む。
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●小学生（低学年）
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